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　専右衛門らが建築をどのように学び修得したかは史料で見ることができませんが、信州諏訪の大工・立川和四郎

に影響を受けたという指摘があります。立川和四郎らの建築は立川流とよばれ、素木造りで彫刻がダイナミックで

あることが特徴です。２代目和四郎は信州のみならず、尾張や近江でも多くの寺社を建築しています。立川一派の

大工集団だけでは人手が足りず、その地域の大工も一緒に建築に携わったとされています。多治見周辺では文化10

年（1813）に内々神社本殿（春日井市）、文政６年（1823）に深川神社本殿（瀬戸市）、天保８年（1837）には

内々神社御舞台（舞を奉納する山車）を立川和四郎が手掛けており、これらの建築に専右衛門や作十郎らが関わっ

た可能性は否定できません。

立川流との関連
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多度神社の社僧

　僧侶の身で神社を管理するものを「社僧」といい、多度神社は江戸時代を通じて里山伏とよばれる修験僧の社僧

によって守られてきました。多度神社や地域に残る棟札や古文書などから、真言宗醍醐寺を本山とする当山派の山

伏が代々管理してきたことがわかっています。長年にわたる修行を経験した山伏は常人にはない力を持つと信じら

れ、密教僧と同じように祈祷を行い、印を結び真言を唱えました。山伏が行う祈祷は病気平癒や火伏せ、家宅や神

社建築の際の地鎮祭などで、地域の人々にとってなくてはならない存在であったと考えられます。

　最も古い記録は貞享３年（1686）の伊勢国世義寺からの補任状で、龍宝院、文殊院という２人の山伏がそれぞ

れ「袈裟」と「錦地」という官位を任ぜられました。この２年後の元禄元年（1688）には多度神社の別当として

龍宝院の名が棟札に見られ、さらに翌年には多度神社末社の日々の灯明と掃除をすることで龍宝院は村から年間４

斗の米をもらいうける約定書が取り交わされました。17世紀後半から幕末までの約200年間で延べ10人程の山伏の

名が史料で確認でき、同時に複数の山伏が多度神社にいたとも考えられます。中には大越家や阿闍梨という厳しい

修行の上で得られる位をもつ山伏もあり、遠方からの弟

子入り志願者もあったほどです。

　多度神社の山伏は万延元年（1860）の記録によれば、

多度神社以外に下ノ洞荒神社、高田村白山社、妻木村氏

神稲荷社を管理しており、多度神社境内には祈祷所と居

宅がありました。この他に廿原神明神社の社僧を勤めて

いたことも棟札からわかります。また、笠原の小宮の湯

立て祭を数人の山伏でとりしきっていたことがわかる古

文書も残されており、多度神社の山伏が広範囲に神社の

管理にあたっていたことがわかります。
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　多度神社（平和町１丁目）は、社伝によれば天正元年（1573）９月に伊勢国桑名郡多

度村（現三重県）の多度神社より勧請したのが始まりとされています。祭神は天照大御

神の子である天津彦根命で、昔から祈雨の神として篤く崇敬されてきました。

　多度神社が多治見村の枝郷であった脇郷（現平和町）と下之洞郷（現京町）の産土神

として、永く地域に大切にされてきたことは、この地域が干ばつに悩み、洪水に苦しむ

土地柄であったためと考えられます。

　多度神社に伝わる本殿の棟札で最も古いものは元禄元年（1688）のもので、屋根の葺

き替えを行ったことが記されています。その後、およそ10～20数年の間隔で屋根の葺き

替えが行われ、天保12年（1841）には、池田町屋村の大工・野村専右衛門国信が棟梁を

務めて本殿が再建されました。この時、東濃の宮大工として有名な野村作十郎も大工と

して名を連ねています。

　天保12年に再建された本殿が、葺き替えや補修を繰り返しながら現代まで残され、こ

の度令和４年１月26日に多治見市有形文化財に指定されました。本企画展では多度神社

の本殿の建築について紹介するとともに棟札や古文書などから神社の歴史を辿ります。

あまつひこねのみこと

どむら

■貞享３年（1686）龍宝院宛補任状　（多治見市図書館所蔵）



　向拝水引虹梁は、表側はしぶきをあげた躍動感あふれ

る波の浮彫で、裏側には渦と若葉が一体化した植物が浮

彫されています。その上部の中備えは表側が翼を持つ飛

龍が波間を飛翔する様子で、裏側にはうねる荒波が彫ら

れています。飛龍の口内には朱の彩色が施され、目には

銅板が嵌め込まれています。

　向拝の木鼻は聖域を守護するとされる「象」、海老虹梁

の木鼻は「獅子」で、いずれも阿形で口内に朱の彩色、

目に銅板が嵌め込まれています。向拝と身舎を繋ぐ海老

虹梁は、龍そのものが虹梁の本体をなす形で、北側が昇

り龍、南側が降り龍となっています。

　これらの彫刻は、野村作十郎国筠が慶応２年（1866）

に手がけた廿原神明神社本殿との類似点がみられること

から、作十郎が手がけた可能性も考えられます。

　野村作十郎国筠（1815～1871）は池田町屋村の「白木屋」

という材木屋に生まれ、幼少のころから建築や彫刻に興味を持

っていたと伝わっています。天保９年（1837）に大森弁才天

社塔（可児市）を再建したのが一人立ちして初めての仕事とさ

れます。その後、弘化元年（1844）に虎渓山永保寺の六角堂

再建に従事し、文久3年（1863）には永保寺禅堂を手がけまし

た。その技術の高さが永保寺の春応禅師の目にとまり、禅師の

推挙によって安政3年（1856）に京都の岩倉殿から従五位上の

位を受けました。以降、作十郎は「杢頭」と名乗り、東濃の名

匠と呼ばれています。

　この他に永泉寺惣門や本堂（池田町）、普賢寺鐘楼門（大原

町）、廿原神明神社本殿、内津妙見寺本堂（春日井市）、愚渓

寺二重塔（御嵩町）、鵜沼観音寺など多くの建築を手がけ、特

に優れた彫刻で後世にその名を伝えています。エネルギッシュ

で見るものを圧倒させる作十郎の彫刻は、この地域では右に出

るものはありません。明治４年（1871）に作十郎が亡くなる

と弟子たちにその技術が継承されていきました。

■多度神社本殿　（平和町1丁目123番地）　
多治見市有形文化財（建造物）　令和4年1月26日指定　
附　棟札42枚　木槌3本　陶製狛犬1点
檜皮葺　一間社流造　天保12年（1841）再建　
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　多度神社本殿は東を正面として建ち、身舎は幅約180㎝（１間）、奥行き約135㎝で、向拝（本殿正面に張り出した庇部分）

が付いた一間社流造です。構造上の特徴は、柱の上に「出組」という外側に張り出した組物が使われていることです。組物と

は柱の上などにあって軒を支える構造物で、斗（方形の受木）と肘木（上からの荷重を支える横木）を組み合わせて構成され

ています。一段目の組物から外側へ肘木を出し斗を並べたものを出組といいます。多度神社本殿ではこの出組が土台の柱の上

に使われており、切目縁（身舎の三方を廻る縁側）を支えています。さらに身舎の柱も出組で丸桁（屋根の垂木を支える桁）

と虹梁を支えています。身舎の柱の出組は、最上部の肘木が若葉の形をなしており装飾的な作りになっています。これらの組

物によって檜皮で葺かれた大きな屋根が支えられ、荘厳な姿を作り出しています。

　また、身舎の両側面には妻飾りがあり、若葉の渦巻き文が彫られた二重虹梁になっています。破風中央には懸魚があり、そ

の両脇には雲が彫られた鰭がついています。

　多度神社の本殿は天保12年（1841）に再建されたもので、この時の

棟梁は池田町屋村の野村専右衛門国信、葺師は尾張国宮辻花の伊藤喜

三郎と棟札に記録されています。また、『多度神社沿革誌』には多度神

社本殿建築の詳細が書かれた古文書の写しがあり、これによれば大工

は野村専右衛門と野村作十郎国筠で、作十郎が補佐役として建築に加

わっていたことがわかります。同古文書には、文政11年（1828）から

天保12年までの14年の間、氏子が月に８文ずつ出し合って建築代を集

めたことも記録されています。総額は伝わっていませんが支払い内訳

が書かれており、専右衛門と作十郎に金35両、木挽に金３両、葺師に

金６両渡しています。この38年前の享和３年（1803）に専右衛門が請

け負った奥蔵寺観音堂（上野町）の建築では、専右衛門が受け取った

金額は金12両２分と米４石であることから多度神社の建築代がいかに

高額であったかわかります。

多度神社本殿、天保 12 年に再建

本殿の構造

彫刻

棟梁 ・野村専右衛門国信

野村作十郎国筠

　棟梁・野村専右衛門国信は池田町屋村出身の大工で、19世紀前半に多くの寺社建築を手が

けました。また、池田町屋村の庄屋を務めるなど村政にも尽力した人物です。専右衛門の直

系かは不明ですが、同村の野村姓の大工は18世紀前半より史料に見ることができます。その

初見は享保14年（1729）で、野村作十郎国信が天満宮社殿（田代町旧駅前弘法堂内）を修復

したことが棟札からわかります。18世紀後半には野村磯右衛門郡重、19世紀前半になると野

村専右衛門国信が棟梁として活躍しています。専右衛門が手掛けた寺社で記録が残っている

ものは、奥蔵寺観音堂（本堂）、池田富士白山神社・浅間神社・立山神社（富士見町）、長

福寺中門（弁天町）、妻木八幡院観音堂（土岐市）、神留寺庫裡（可児市）、高田鍬明神・高

田白山神社（高田町）、多度神社本殿などです。このうち専右衛門の技術を今もみることが

できるのは多度神社本殿と奥蔵寺本堂の彫刻の一部、妻木八幡院観音堂（土岐市崇禅寺の観

音堂として移築）です。天保年間以降は、東濃の宮大工として有名な野村作十郎国筠が数多

の寺社建築を手掛けるようになります。
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